
 

平成 23 年度 岩手県農業研究センター試験研究成果書 

区 分 指導 題 名 雑穀の移植栽培による抑草効果 

［要約］ 
雑穀の移植栽培は直播栽培に比べて雑草の発生量を抑え、除草労力を軽減するとともに収量

が高くなる。 

キーワード 雑穀 移植栽培 雑草抑制 県北農業研究所 作物研究室 

1 背景とねらい 
  雑穀は一般に直播栽培により生産されているが、作付けの増加とともに連作圃場が増

加し、雑草や病害虫の被害拡大による生産性の低下に加え、除草作業にも多大な労力を
要する産地が増えてきている。そこで、その対応策として移植栽培の有用性について検
討する。 

  

2 成果の内容 
(1) 移植栽培は出芽前中耕および移植直後の早期培土が不要であり除草労力を軽減できる（表

1、2）。 

表 1．移植栽培と直播栽培の除草作業 

早期培土 
耕起 

出芽前 

中耕 
間引き 

１回目 ２回目 
仕上培土

 

播種・移植前 
播種後 2～3

日 

早期培土の

前 

播種後 20～

25 日 

1 回目の 7～

10 日後 

早期培土の 7

～10 日後 

移植栽培 必須 不要 不要 不要 必須 必要に応じ

直播栽培 必須 必須 必要に応じ 必須 必須 必要に応じ

注1）作業名の下段は各作業を行う時期の目安であり、各作業の説明は次のとおり。 

出芽前中耕：雑穀の出芽前に中耕し、播種した条跡に土をかける作業。 

早期培土：畦間を中耕しながら下葉 1～2 枚が隠れる程度に株元に土を入れる作業。キビは草高 4cm、アワは

草高 3.5cm 程度で作業可能。 

仕上培土：倒伏防止、雑草防除を兼ねて培土板を装着して株元に土を寄せる作業。1回目で不十分な場合には

必要に応じ、その 7～10 日後に 2 回目を行う。 

(2) 移植栽培は、直播栽培に比べ生育初期の雑草との生育競合に有利であり、その後の遮蔽効

果などによって、雑草の発生量が少なく、直播栽培よりも収量が高くなる（図 1、2）。 

 

3 成果活用上の留意事項 

(1) 移植栽培の導入にあたっては、育苗や移植作業での労力が必要となるが、移植栽培による

増収程度、雑草の発生量を抑制できること、除草労力が軽減できること、間引き作業も不要

となること等を考慮して採否を判断することが必要である（表 1）。 

(2) 直播栽培で移植栽培並みの収量を得るためには、手取除草を徹底する必要がある(図 2)。 

(3) 本試験では移植可能な根鉢が形成されたが、448 穴セルトレイ苗は根鉢が小さいため、乾

燥に弱いアワやキビでは活着できない場合もある（ﾃﾞｰﾀ省略）ので、移植時の水分補給や土

壌水分状態に留意する（表 3、図 3）。 

(4) 今後、作業の省力化や効率化を一層高めるためには機械移植栽培の確立が必要である。 

 
4 成果の活用方法等 
(1) 適用地帯または対象者等 畑地帯、普及センターや農協の営農指導者等 

(2) 期待する活用効果    除草労力の軽減、増収による雑穀の安定生産 

 
5 当該事項に係る試験研究課題 

  (H22-23-2000) 安定生産を可能にする雑穀畑輪作技術の確立 (平成22～26年度、令達、県単) 
6 研究担当者 
  中西商量 

7 参考資料・文献 

(1) 雑穀類の移植栽培の可能性（平成 20 年度試験研究成果 研究） 

(2) キビ、アワの機械化栽培マニュアルの策定（平成 21 年度試験研究成果 普及） 

(3) 農業技術体系データ作成ブック ver.2.0（平成 22 年度試験研究成果 指導） 

 (指 31-1) 
 



 

 (指 31-2) 
 

8 試験成績の概要（具体的なデータ） 
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表 2．機械除草体系を前提とした移植栽培と直播栽培の作業比較(シミュレーション、単位 時間/10a) 

月 旬 移植栽培 直播栽培 

上   

中  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 4 

下   

上   

中   5 

下   

上   

耕起 2・堆肥散布(0.92)

耕起 1(0.47) 

播種：圃場(0.69) 

中   6 

下   

上   

中   7 

下   

計 43.0 時間 
5.1 時間 

※手取除草(50 時間)が必要な場合がある 
※直播栽培の作業項目および作業時間(時間/10a)は、キビ、アワの機械化栽培マニュアルの策定(平成 21 年度試験研究成果：普及)、

生産技術体系 2010(キビ 釜石 16、普通畑、5ha 規模、県北地域)による。作業人員は 1人。なお、圃場播種は真空播種機使用のた

め、間引きの必要がないことから記載していない。 

※移植栽培の作業項目および作業時間は直播栽培に順じ、「播種」､「育苗」､「移植」部分は県北研による試算結果。ただし、作業

人数は「移植」については組作業(3 人)で試算。 

出芽前中耕(0.34) 

早期培土 1(0.46) 

早期培土 2(0.46) 

仕上培土 1(0.61) 

耕起 1(0.47) 

耕起 2・堆肥散布(0.92)

耕起 3・基肥施用(0.55) 

仕上培土 1(0.61) 

仕上培土 2(0.61)  ※必要に応じ 仕上培土 2(0.61)  ※必要に応じ 

参考 

手取除草：

50.0 
※H18 研究成

果「アワにお

ける早期培

土」 

播種：ｾﾙﾄﾚｲ(26.00) 
※200 穴 39 箱/10a 育苗(4.00) 

※20 日間育苗

移植：圃場(8.67) ※作業 3人

早期培土 2(0.46) 

耕起 3・基肥施用(0.55) 
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図 2．移植栽培と直播栽培の収量比較 図 1．移植栽培と直播栽培の残草量比較 
 ※同一圃場 2年輪作試験、平成 22 年・23 年、移植区は 200 穴セルトレイによる苗 

輪作 1 H22:ｷﾋﾞ→H23:ｱﾜ、輪作 2 H22:ﾋｴ→H23:ｷﾋﾞ、輪作 3 H22:ｱﾏﾗﾝｻｽ→H23:ﾀｶｷﾋﾞ

※凡例の「H22 直播(手)」は、機械除草に手取除草を加えた試験区

H22直播   H22直播(手) H22移植   H23直播   H23直播(手)  H23移植 

表 3．移植時の苗の生育(平成 22 年) 

200 穴セルトレイ育苗 448 穴セルトレイ育苗 
200 穴セルトレイ 

 

苗丈

(cm) 

葉齢

(葉) 

充実度 

(mg/cm) 

活着株

率(％)

苗丈

(cm)

葉齢

(葉)

充実度

(mg/cm)

活着株

率(％)

ﾋｴ 26.0 4.1 4.27 100 27.1 3.9 3.31 100 

ｱﾜ 20.0 5.0 7.37 100 18.8 4.5 5.49 100 

ｷﾋﾞ 15.7 3.5 5.97 100 17.0 3.3 3.57 100 

ﾀｶｷﾋﾞ 25.0 

448 穴セルトレイ 

4.4 4.52 100 31.5 4.2 3.80 100 

ｱﾏﾗﾝｻｽ 7.6 5.5 9.57 100 11.7 5.3 5.75 100 

ｴｺﾞﾏ 12.3 4.0 5.80 100 18.0 4.0 4.76 100 

※ 充実度＝地上部乾物重／苗丈  ※ 活着株率：移植後 16～21 日目の調査結果 
※ 育苗試験の耕種概要 

 育苗期間：15～20 日間、播種時期：5月末～6月上旬、播種量：ｾﾙあたり 1～4粒 
 図 3．移植時苗の

根鉢(ｷﾋﾞ) 

培土：果菜子床専用(N-P-K (mg/㍑)：400－1200－400、pH6.0～6.4) 
※ 作業はすべて手作業 

培土を詰め、底面給水し、播種。その後 20℃の育苗器に 24時間静置し、ビニール
ハウスにて育苗管理。 




